
（２）鎌 ケ 谷 市 議 会 だ よ り

市
政
に
関
す
る
一
般
質
問

12
月
会
議
は
19
名
の
議
員
が
質
問

第189号 令和２年２月15日

問　

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
に

係
る
入
札
に
関
し
て
、
沖
電
気
工

業
株
式
会
社
を
含
む
５
者
が
納
入

業
者
を
事
前
に
決
定
す
る
な
ど
の

談
合
を
繰
り
返
し
た
と
し
て
公
正

取
引
委
員
会
は
平
成
29
年
２
月
２

日
に
排
除
措
置
命
令
を
行
い
ま
し

た
が
、
本
市
の
入
札
に
お
い
て
談

合
は
あ
っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

公
正
取
引
委
員
会
の
沖
電
気

工
業
株
式
会
社
に
対
す
る
課
徴
金

問　

10
月
５
日
に
開
催
し
た
北
千

葉
道
路
に
関
す
る
公
聴
会
で
住
民

か
ら
ど
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
か
。

答　

主
に
、
鎌
ケ
谷
消
防
署
前
の

交
差
点
で
車
両
の
通
行
を
可
能
に

す
る
こ
と
や
、
車
両
の
通
行
が
で

き
な
い
場
合
は
歩
行
者
と
自
転
車

の
通
行
を
可
能
に
す
る
こ
と
な
ど

の
意
見
が
出
ま
し
た
。

問　

本
市
の
北
部
地
区
か
ら
新
鎌

ヶ
谷
駅
等
へ
移
動
す
る
際
、
副
道

で
迂
回
す
る
の
は
距
離
的
に
長
く
、

北
千
葉
道
路
を
横
断
可
能
に
す
る

対
策
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
見
解

を
伺
い
ま
す
。

答　

自
転
車
や
歩
行
者
が
今
ま
で

通
り
に
県
道
船
橋
我
孫
子
線
を
通

れ
る
よ
う
横
断
歩
道
橋
な
ど
立
体

横
断
施
設
の
設
置
を
強
く
国
や
県

に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

問　

災
害
時
に
自
ら
の
命
は
自
ら

守
る「
自
助
」が
最
も
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、自
身
の
避
難
行
動
を
事

前
に
決
め
て
お
く「
マ
イ
・
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
」の
策
定
推
進
を
図
る
べ
き

と
提
案
し
ま
す
が
、見
解
を
伺
い
ま

す
。

答　

マ
イ・タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
推
進

問　

災
害
時
に
有
効
と
考
え
る
危

機
管
理
監
の
配
置
に
つ
い
て
見
解

を
伺
い
ま
す
。

答　

危
機
管
理
監
は
、
東
日
本
大

震
災
な
ど
で
災
害
派
遣
部
隊
と
の

調
整
や
連
絡
な
ど
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
、
防
災
危
機
管
理
全
般

に
対
す
る
助
言
や
全
庁
的
な
調
整

問　

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の
背

景
と
趣
旨
に
つ
い
て
、
教
育
長
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

今
の
子
供
た
ち
が
成
人
し
、

社
会
で
活
躍
す
る
こ
ろ
の
我
が
国

は
、
社
会
構
造
や
雇
用
環
境
が
大

き
く
変
化
し
、
予
測
困
難
な
時
代

の
到
来
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
う

し
た
時
代
に
、
一
人
一
人
の
子
供

問　

生
活
保
護
制
度
の
目
的
、
生

活
保
護
基
準
と
そ
の
程
度
、
保
護

の
種
類
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

生
活
保
護
は
、
最
低
生
活
の

保
障
と
い
う
観
点
か
ら
、
不
動
産
、

自
動
車
、
預
貯
金
な
ど
の
資
産
、

働
く
こ
と
の
で
き
る
能
力
、
年
金

な
ど
の
社
会
保
障
給
付
、
扶
養
義

務
者
か
ら
の
扶
養
な
ど
す
べ
て
を

問　

令
和
元
年
10
月
25
日
の
記
録

的
豪
雨
時
の
市
内
小
学
校
の
下
校

対
応
に
つ
い
て
、
当
日
午
後
に
原

則
保
護
者
引
渡
し
の
下
校
と
な
り

ま
し
た
が
、
大
雨
の
中
、
徒
歩
で

下
校
す
る
方
も
お
り
、
非
常
に
危

な
か
っ
た
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答　

万
全
な
安
全
対
策
を
講
じ
る

た
め
、
下
校
時
の
警
戒
レ
ベ
ル
に

応
じ
た
教
育
委
員
会
及
び
学
校
の

判
断
の
目
安
を
設
定
し
、
地
震
発

生
時
の
対
応
を
示
し
た
「
鎌
ケ
谷

市
内
小
中
学
校
地
震
対
応
策
」
と

同
様
に
風
水
害
発
生
時
に
お
け
る

対
応
策
を
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
も
風
水
害
発
生
時
に

は
、
道
路
の
冠
水
な
ど
通
学
路
の

状
況
や
、
防
災
気
象
情
報
等
の
正

確
な
情
報
収
集
を
迅
速
に
行
い
、

問　

市
民
へ
の
広
報
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
放
送

を
基
本
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
や
各
種
メ
ー
ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
で
情
報
の
配
信
を
行
う
と
と

も
に
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
で
は
、

広
報
車
に
よ
る
巡
回
、
職
員
に
よ

る
戸
別
訪
問
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を

実
施
し
ま
し
た
。

問　

防
災
行
政
無
線
を
、
完
全
に

問　

地
震
に
よ
り
、
同
時
に
火
災

が
発
生
し
た
と
き
に
、
一
度
に
い

く
つ
の
場
所
に
消
防
署
等
の
部
隊

を
派
遣
で
き
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

延
焼
し
、
大
規
模
火
災
と
な

る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
十
分
な

消
防
活
動
を
行
う
に
は
４
カ
所
程

度
が
限
界
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

問　

初
期
消
火
が
で
き
な
け
れ
ば
、

延
焼
し
、
大
規
模
火
災
に
つ
な
が

り
ま
す
。
消
防
署
等
の
部
隊
が
到

納
付
命
令
の
課
徴
金
算
定
対
象
物

件
に
本
市
の
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル

無
線
装
置
購
入
の
入
札
案
件
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
公
正
取
引
委
員

会
に
よ
る
と
、
課
徴
金
算
定
対
象

物
件
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
は
談

合
の
存
在
を
確
認
し
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
本
市
の
入
札
に
お
い
て

談
合
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
定
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

問　

今
後
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

問　

手
続
き
は
住
民
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
進
め
て
ほ
し
い
と
考
え

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
歩
行
者
な
ど
の
安
全

性
の
確
保
や
ま
ち
づ
く
り
の
整
合

性
が
図
れ
る
よ
う
、
国
や
県
と
協

議
し
て
い
き
ま
す
。

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
各
地
域
で

行
っ
て
い
る
防
災
講
話
な
ど
の
機

会
を
捉
え
て
、そ
の
重
要
性
を
周
知

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

馬
込
沢
地
区
の
住
民
は
、
マ

ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
追
加
設
置
を

望
ん
で
い
ま
す
が
、今
後
の
整
備
計

画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

を
行
う
専
門
職
で
す
。
現
時
点
で

危
機
管
理
監
の
設
置
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き
調
査
研
究

し
て
い
き
ま
す
。

問　

水
害
発
生
時
の
馬
込
沢
地
区

は
、
そ
の
水
害
箇
所
の
先
に
指
定

避
難
所
が
あ
る
た
め
、
実
際
に
避

難
で
き
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

が
み
ず
か
ら
課
題
を
見
つ
け
、
解

決
し
、
自
己
実
現
を
図
る
と
と
も

に
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
資
質
能

力
を
育
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
学
習
指
導

要
領
で
は
、
知
識
及
び
技
能
の
習

得
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

の
育
成
、
学
び
に
向
か
う
力
・
人

間
性
等
の
涵か

ん

養よ
う

の
３
つ
の
柱
が
重

活
用
し
て
も
な
お
生
活
に
困
窮
す

る
方
に
対
し
、
困
窮
の
程
度
に
応

じ
た
保
護
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

生
活
保
護
基
準
と
そ
の
程
度
に

つ
い
て
は
、
年
齢
別
、
性
別
、
世

帯
構
成
別
、
所
在
地
域
別
そ
の
他

保
護
の
種
類
に
応
じ
て
、
必
要
な

事
情
を
考
慮
し
た
最
低
限
度
の
生

活
の
需
要
を
満
た
す
に
十
分
な
も

答　

馬
込
沢
地
区
に
は
、
２
基
の

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
を
設
置
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
の
設
置
に
つ
い

て
は
、準
用
河
川
二
和
川
整
備
事
業

の
進
捗
を
踏
ま
え
、ポ
ン
プ
設
置
の

適
地
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、土
地

所
有
者
な
ど
、地
域
の
皆
様
の
ご
理

す
が
、
そ
の
対
応
と
し
て
避
難
所

に
つ
い
て
の
船
橋
市
と
の
協
定
や
、

住
民
の
方
へ
の
周
知
方
法
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答　

船
橋
市
と
の
相
互
応
援
に
関

す
る
協
定
に
つ
い
て
、
今
後
実
効

性
を
確
保
す
る
た
め
調
整
し
、
そ

視
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
育
成
す
る
た

め
、
各
学
校
で
は
主
体
的
、
対
話

的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
た

授
業
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会

と
し
て
も
、
こ
の
趣
旨
に
基
づ
き

関
係
部
署
と
連
携
し
、
適
切
な
判

断
及
び
指
示
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

聞
こ
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
大

変
難
し
い
か
と
思
い
ま
す
。
せ
め

て
障
が
い
者
や
高
齢
者
な
ど
、
社

会
的
弱
者
の
方
々
に
は
屋
内
で
も

受
信
で
き
る
機
器
を
貸
与
で
き
た

ら
と
思
い
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い

ま
す
。

答　

来
年
度
に
向
け
防
災
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
の
回
線
数
を
大
幅
に

増
設
す
る
と
と
も
に
、
現
在
進
行

中
の
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化

事
業
の
中
で
、
機
器
の
設
置
に
つ

い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

着
で
き
な
い
場
合
も
想
定
し
て
、

公
助
の
面
か
ら
、
市
に
よ
る
市
民

へ
の
消
火
器
の
配
布
に
つ
い
て
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

災
害
時
に
最
も
大
切
で
あ
る

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い
う

自
助
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

非
常
時
の
食
料
や
飲
料
水
の
備
蓄
、

衣
類
等
の
準
備
な
ど
に
加
え
、
消

火
器
に
つ
い
て
も
非
常
時
の
準
備

品
の
一
つ
と
し
て
各
家
庭
に
設
置
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今
後
の
地
震
対
策
に
つ
い
て

北
千
葉
道
路
の
進
捗
に
伴
い
、
県
道
船
橋

我
孫
子
線
と
の
交
差
部
は
ど
う
な
る
の
か

新
学
習
指
導
要
領
の
完
全
実
施
に
つ
い
て

生
活
保
護
制
度
に
つ
い
て

災

害

対

策

に

つ

い

て

台
風
15
号
、
19
号
、
記
録
的
豪
雨
の

災
害
対
策
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

台
風
15
号
、
19
号
及
び
21
号
関
連
の
大
雨

時
の
災
害
対
応
な
ど
に
つ
い
て
　
　
　
　

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
に
つ
い
て

三
　
橋
　
一
　
郎
　
議
員

津
久
井
　
清
　
氏
　
議
員

小
　
易
　
和
　
彦
　
議
員

葛
　
山
　
繁
　
隆
　
議
員

富
　
田
　
信
　
恵
　
議
員

鈴
　
木
　
哲
　
也
　
議
員

泉
　
川
　
洋
　
二
　
議
員

芝
　
田
　
裕
　
美
　
議
員

針
　
貝
　
和
　
幸
　
議
員

答　

本
市
の
損
害
が
認
め
ら
れ
る

場
合
は
、
訴
訟
を
含
め
、
適
正
に

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

の
で
あ
り
、
か
つ
こ
れ
を
超
え
な

い
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　

保
護
の
種
類
は
、
生
活
、
教
育
、

住
宅
、
医
療
、
介
護
、
出
産
、
生

業
、
葬
祭
の
８
つ
の
扶
助
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。

鎌ケ谷消防署前交差点

解
・
ご
協
力
を

い
た
だ
け
る
よ

う
、
引
き
続
き

検
討
し
て
い
き

ま
す
。

の
中
で
、
周
知

方
法
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

積
極
的
に
改

善
を
図
っ
て

い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま

す
。


